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研究成果の概要（和文）：幼児から成人までの自閉スペクトラム症児・者を対象に、自我意識に特に注目して、心理学
的、脳機能画像学的、脳構造画像学的、およびオキシトシンを使用した薬理学的研究を行った。その結果、例えば、自
閉症者が他者へ共感を示す時、その他者は定型発達の特徴ではなく自閉症の特徴を有する他者であることが心理学的課
題により示され、自閉症の特徴を有する他者に共感を示している時に、自我に関連するとされる内側前頭前野の賦活が
示された。

研究成果の概要（英文）：We conducted a series of psychological, neuroimaging and psychopharmacological 
studies focused on self in individuals with autism spectrum disorder (ASD). A result showed that the 
ventromedial prefrontal cortex, which is likely to be involved in self-related processing, was 
significantly activated in ASD individuals when they processed autistic characters rather than typically 
developing characters.
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１．研究開始当初の背景 
 脳下垂体ホルモンであるオキシトシンが
自閉スペクトラム症（以下、自閉症）の症状、
特に中核症状の一つである相互的な社会的
およびコミュニケーションの症状（以下、対
人交流症状）を軽減するのではないかという
期待が、長年の動物研究、健常成人を対象と
した単回投与研究、そして自閉症者を対象と
した単回投与研究の結果から高まってきた
のは 2000 年代半ばである。その後、自閉症
を対象とした連続投与研究がアメリカ、オー
ストラリア、そして日本で実施され始めた。
本研究開始前には臨床試験の登録簿には 20
試験近くの無作為化比較試験が見出されて
いた。 
ところで登録された臨床試験において採
用された自閉症症状の評価法は多種多様で
ある。これは対人交流症状の核心的な評価法
が存在しないことを示唆している。人間社会
を形作る対人交流の内実は、きわめて多様で
あり、自閉症の対人交流症状もその一部であ
り、これをどのように測定するかという課題
が、いずれ議論の俎上に載せられることをわ
れわれは予想していた。 
 対人交流症状を説明する仮説の一つ（心の
理論の欠陥）は、自閉症の病態の中核の一つ
が自我意識の障害と考えられることを示唆
している。他者と交流できることは自我が定
まっていることを前提とする。この自我の生
物学的な計測は困難であろうが、われわれは
それを目指すことを考えた。 
 
２．研究の目的 
 脳機能学的および心理学的手法により、自
閉症の自我機能を推測する。 
 
３．研究の方法 
 幼児から成人までの自閉症児・者および定
型発達児・者を対象に、Magnetic Resonance 
Imaging (MRI) 撮 像 、 脳 磁 図
（ Magnetoencephalography, MEG ）計測、
Gazefinder®による視線計測、および心理学
的な質問紙評価を行う。 
 
４．研究成果 
主な結果のみを提示する。 
１）自閉症者は、定型発達者に比べ、明示さ
れた社会的情報（例：口唇の動きを伴わ
ない他者の目）に目を向ける頻度が少な
かった。従来、子どもの自閉症児ついて
示されていた所見が成人でも示される
ことを提示した。（論文 1） 
２）知的障害を有する青年および成人の自閉
症者を対象としたオキシトシンによる
無作為化比較試験を脳科学研究推進プ
ログラムの委託により行った。よく使用
される重症度評価法では、オキシトシン
はプラセボに優位性を示しえなかった。
付加的に行った解析（日常生活における
対人交流のエピソードの収集）によると、

オキシトシン投与時にそのようなエピ
ソードが有意に多いことが示唆された。
これはオキシトシンが自我意識に作用
した結果であると考察した。（論文 3） 
３）自閉症児の対人交流症状の変化と養育者
の自閉症傾向の変化が連動している可
能性を縦断的研究により示した。（論文 5、
11） 
４）自閉症者が物語の中に登場する定型発達
者よりも、登場する自閉症者により共感
を示すことを、心理学的検査および機能
的 MRI 検査により提示した。この共感を
示すとき、自我に関連するとされる内側
前頭前野の賦活が見られた。（論文 12、
24） 
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